


自宅からの避難経路を確認してみよう！

ブロック塀や家屋の倒壊に気を付けて

区立の小中学校が避難拠点になっています。
区内で震度５弱以上の地震が発生した場合、施設の安全が確認されたの
ち、開設します。居住地による避難先の指定はありません。お近くの避
難拠点へ避難してください。
※地震が起こったとしても、自宅や周辺に火災の心配がなく、建物が倒壊する恐
　れもない場合には、自宅で生活を続けること（在宅避難）を勧めています。
　在宅避難の場合でも、不足した物資や災害情報を避難拠点で入手できます。

落下物に注意！ 早めの情報収集・早めの避難
ビルの壁やガラス、看板などが
落下してくる場合があります。
避難の際は、ヘルメットやカバ
ンなどで頭部を守りましょう。

地震により、ブロック塀や家屋が倒壊する
危険性があります。
避難の際は、倒壊の危険性のあるブロック
塀や家屋を避けて行動しましょう。

避難が遅れたら、２階・３階へ
家の周りが浸水してしまい、避難
所等へ行くのが危険な場合には、
家の中の２階や３階など、少しで
も高い所へ避難しましょう。

大泉第一小学校へ

※全ての施設を開設するわけではありません。必ず区ホームページや、
　ねりま情報メール（４ページ参照）などで避難所の開設状況を確認しましょう。

地震により、ブロック塀や家屋が倒壊する

避難の際は、倒壊の危険性のあるブロック

自
宅

台風接近に伴い、避難が必要と見込まれる時は、大泉第一小学校を避難所とし
て開設します。降雨状況や地域の危険性に応じて、大泉町地域集会所を開設す
ることがあります。

水害は、気象情報等により、被害
がある程度予測できます。早めに
情報を収集し、近隣で声を掛け
あって、安全な場所へ避難しま
しょう。
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自宅にシール

防災マップシールとペンを用意

避難する場所にシール

避難経路を書く

防災マップの基本的な使い方

© 練馬区

ここまで水がくるねり！

防災マップシールの「自宅」を地図に
貼りましょう。

防災マップシールの「避難する場所」
を貼りましょう。

「自宅」から「避難する場所」までの
避難経路を書き込みましょう。
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優先度 A の避難所は
「大泉第一小学校」です。
優先度 A の避難所は
「大泉第一小学校」です。
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測量法に基づく国土地理院長承認（使用）R 5JHs 107

の位置を地図上
でチェック！

全国AEDマップ

AEDの詳細はこちらも
ご覧ください！
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測量法に基づく国土地理院長承認（使用）R 5JHs 107

紫色の道は注意が必要だよ。
どこに注意が必要なのか、
実際に歩いて確認してみよう。 浸水深さ0.5m未満でも注意

が必要だよ。
どこに注意が必要なのか、
実際に歩いて確認してみよう。

災害に応じて避難場所が異なります！

避難のポイント

近くの避難拠点（区立の小中学校）へ


